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介護職員等特定処遇改善加算とは
本加算は、介護職員の確保・定着につなげていくため、令和元年
10月、従来の処遇改善加算に加えて創設されたもので、次の基本
的な考え方により届出要件等が定められています。

(1) 経験・技能のある介護職員に重点化しつつ

(2) 職員の更なる処遇改善を行うとともに

(3) 一定程度他の職種の処遇改善も行うことができる柔軟な運用
を認めること

出典：厚生労働省老健局老人保健課
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出典：厚生労働省老健局老人保健課

ハードルは高くありません。未取得の事業所は一
度ご検討を！

•「勤続10年以上の介護福祉士」がいなくても算定可能

•「月額８万円の賃上げ又は年収440万円までの賃金増」は行え
なくても加算は算定可能（例外的取扱いあり）

•「A:経験・技能のある介護職員」グループを設定しないことは
可能（介護職員間における経験・技能に明らかな差がない場合
は設定しなくてよい）

•「A:経験・技能のある介護職員」の賃金改善を「B:その他の介
護職員」の「2倍以上とすること」は不要

（令和３年度報酬改定により「AはBより高くすること」に変更されました）
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